
令和６年能登半島地震対応・特別セッション 

経緯：
1月4日～18日：計画学幹事会執行部で

意見交換開始
1月19日：特別プロジェクト初回会合
（以後，毎週金曜朝9時より定例会議開催）
2月5日～6日：多々納委員長が学会本部主
催の被災地調査団に参加
3月19日：富山大学にて特別プロジェクト
メンバーらによる対面会合開催
3月18日～20日：被災地調査１
5月14日～15日：被災地調査２
等

令和６年能登半島地震特別プロジェクト
ミッション：
１．被災地域・地元大学の側方支援・技術支援，
２．即応的な対応策の検討
および実施機関への提示，

３．被災・復旧・復興に関する共通知見化

土木計画学研究委員会幹事会の統括のもと，
交通・インフラWG，経済・観光WG，
避難生活・復興WGとその下の各班を設置し，
被災地の大学や関連他学会，行政機関，
民間機関等とも連携しながら調査を実施

幹事団：福田 (東大)，梶谷(香川大)，
樋口(大同大)，浦田(筑波大)，山口(金沢大)
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